
日
本
律
令
国
家
祭
祀
の
等
級
に

は
じ
め
に

養
老
神
祇
合
に
は
計

一
三
種

一
九
箇
度
の
祭
祀
が
収
載
さ
れ
て
い

る
。

そ
の
順
序
は
仲
春
の
祈
年
祭
か
ら
季
冬
の
道
饗
祭
ま
で
す
べ
て

時
節
に
し
た
が

っ
て
排
列
さ
れ
て
お
り
、

個
々
の
祭
祀
の
も
つ
性
格

や
重
要
度
な
ど
と
は
何
の
関
係
も
な
い
。
し
か
し
こ
れ
と
は
別
に
律

今
国
家
の
定
め
た

一
三
種
の
祭
祀
に
等
級
が
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
る
。
し
か
る
に
近
世
の
国
学
は
も
と
よ
り
近
年
精
密
さ
を
増

し
つ
つ
あ
る
神
祇
祭
祀
の
研
究
に
お
い
て
も
、

こ
の
問
題
は
ほ
と
ん

ど
正
面
か
ら
検
討
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
（屯
。

お
そ
ら
く
そ
の
最
大
の
原
因
は
日
本
固
有
の
制
度
の
多
い
神
祇
祭
祀

の
分
野
の
な
か
で
、

等
級
制
度
が
少
な
く
と
も
形
の
う
え
で
は
唐
の

両
令
を
そ
の
ま
ま
に
近
い
状
態
で
継
承
し
て
き
た
こ
と
に
よ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、

こ
の
制
度
を

「
中
国
の
模
倣
」
と
す

る
判
断
が
こ
う
し
た
研
究
状
況
を
生
み
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で

史
苑

（第
四
六
巻
第

一
・
二
号
）

つ

い

て

野

建

あ
る
。
し
か
し
仮
り
に
こ
の
制
度
が
唐
の
祠
令
な
ど
の
模
倣
性
の
強

い
も
あ

で
あ

っ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
を
導
入
す
る
以
上
日
本
の
律
令

国
家
た
も
そ
れ
な
り
の
意
図
が
存
在
し
た
と
見
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

以
下
、
日
本
の
祭
祀
等
級
制
導
入
の
意
図
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
日
本
の
律
令
国
家
祭
祀
の
特
質
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
て
み
た

い
と
思
う
。

一
、

大
祀

・
中
祀

・
小
祀

善
老
今
は
国
家
祭
祀
の
等
級
に
つ
い
て
神
祇
令
の
第

一
二
条
の
な

か
でＯ

凡

一
月
斎
為
大
祀
、

三
日
斎
為
中
祀
、　

一
日
斎
為
小
祀

と
症
ぢ

て
い
る
。

す
な
わ
ち
律
令
国
家
の
祭
祀
に
は
大
祀

・
中
祀

・

小
耐
一と
い
う
三
つ
の
等
級
が
あ
り
、

そ
の
区
分
は

「斎
」
の
期
間
の

長
短
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

な
お
こ
こ
で

等
級
の
基
準
と
な
っ
て
い
る

「斎
」
と
は
、

令
義
解
に

「即
ち
戯
づ

毎
ノヽ
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日
本
律
令
国
家
祭
祀
の
等
級
に
つ
い
て
↓
（矢
野
）

条
の
斎
と
称
す
る
は
、

皆
な
散
斎
な
り
」
と
あ
る
ご
と
く
、

神
祇
令

第

一
一
条
の
こ
と
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

０
凡
散
斎
之
円
、

諸
司
理
事
如
旧
、

不
得
弔
喪
、

間
病
、

食
完
、

亦
不
判
刑
殺
、

不
決
罰
罪
人
、

不
作
音
楽
、

不
預
核
悪
之
事
、

致
斎
、

唯
為
祀
事
得
行
、
自
余
悉
断
、

其
致
斎
前
後
、兼

為
散
斎
。

こ
の

「散
斎
」
は
祭
祀
以
外
の
行
為
を
こ
と
ご
と
く
禁
じ
た

「致

斎
」
ほ
ど
厳
密
で
は
な
い
が
、

致
斎
前
後
の

一
定
期
間
、

弔
喪

・
問

病

・
食
完

・
不
判
刑
殺

・
決
罰
罪
人

・
作
音
楽

・
預
核
悪
之
事
な
ど

の
行
為
を
忌
み
慎
む
こ
と
で
あ

ちン
た
。

？
ま
り
養
老
令
に
お
い
て
は
、

こ
の
禁
忌

（
タ
ブ
ー
）
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期
間

（散
斎
）

が
祭
祀
の
等
級
を
決
め
る
基
準
と
な

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
０

に
よ
れ
ば
、

こ
の
散
斎
規
定
が
適
用
さ
れ
る
範
囲
は
祭
祀
に
供
奉
す

る
神
祇
官
な
ど
の
を
神
祇
担
当
官
司
の
み
な
ら
ず
、

祭
祀
と
は
直
接

関
係
な
い
あ
ら
ゆ
る
官
司

≡
官
人
に
及
ん
で
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
律
令
国
家
の
祭
祀
の
等
級
制
度
は
律
令
官
人
の
行
動
を
規

制
す
る
と
と
も
に
、

そ
れ
を
通
じ
て
政
治
の
分
野
に
も
有
形
無
形
の

影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
を
秘
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

も

っ
と
も
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

神
祇
令
に

規
定
さ
れ
た
こ
の
よ
う
な
等
級
制
度
も
、
じ
つ
は

「
祭
祀
尊
重
」
を

建
前
と
す
る
律
令
国
家
の
理
念
上
の
産
物
に
す
ぎ
ず
、

現
実
の
機
能

や
役
割
は
ほ
と
ん
ど
持

っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
さ

れ
る
こ
と
で
あ
る
。

事
実
、

例
え
ば
今
制
下
の
神
祇
担
当
官
司
で
あ

る
神
祇
官
は
、

「祭
祀
尊
重
」

の
理
念
に
も
と
づ

い
て
職
員
令
で
は

官
司
の
筆
頭
に
記
載
さ
れ
、

一
百
官
之
主
」
（令
釈
）
と
呼
ぶ
に
ふ
さ

わ
し
い
位
置
を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
長
官
伯
の
位
階
は
、

天

政
官
は
お
ろ
か
八
省
の
卿
の
位
階
よ
り
も
低
い
従
四
位
下
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
国
家
の
祭
祀
に
対
す
る
理
念

と
実
状
の
千
離
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
い
く

つ
か
指
摘
さ
れ
て
い
る

が
、

祭
祀
の
等
級
制
度
も
こ
う
し
た
理
念
上
の
産
物
で
あ

っ
た
可
能

性
は
十
分
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
律
令
官
人
の
服

務
規
律
の
違
反
と
罰
則
を
定
め
た
職
制
律
に
は
、

６
凡
大
祀
在
散
斎
、

而
弔
喪
間
疾
、

判
署
刑
殺
文
書
、

及
決
罰
、

食

宍
者
、
告
五
十
、奏
聞
杖
七
十
、帥中義ど幹

練
い数
守
ガ
駒
顕
攣訟

捧札
韮宰華疑職す苫朋軌制
致
斎
者
、
各
加
二
等

と
い
う
規
定
が
み
ら
れ
、

右
の
懸
念
が
杷
憂
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

Ｏ
の
在
散
斎
弔
喪
条
は
、

大
祀
の
散
斎
中

に
喪
を
弔
い
、

疾
を
問
い
、

刑
殺
の
文
書
に
判
署
し
、

或
は
決
罰

・

食
宍
な
ど
の
行
為
を
な
し
た
者
は
答
五
十
。

ま
た
刑
殺
、

決
罰
等
あ

こ
と
奏
聞
し
た
者
は
杖
七
十
に
処
し
、

致
斎
中
に
こ
れ
ら
を
犯
し
た

者
は
罪
二
等
を
加
算
す
る
。
さ
ら
に
祭
祀
の
等
級
が
中

・
小
祀
に
当

る
時
は

「
逓
に
二
等
を
減
ぜ
よ
」
と
定
め
て
い
た
。
こ
の
条
文
が
前

掲
Ｏ
の
散
斎
条
を
し
て
全
て
の
官
人
に
連
守
さ
せ
る
べ
く
定
め
ら
れ

た
法
的
強
制
力
で
あ

っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
日
本
の
祭
祀
の

等
級
制
度
も
実
定
法
と
し
て

一
定
の
役
割
を
果
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
養
老
律
令
に
は
、

０
３
５
の
ご
と
く
直
接
祭
祀
の
等
級
や
そ

の
違
反
に
対
す
る
罰
則
等
を
定
め
た
も
の
で
は
な
い
が
、

祭
祀
の
等

級
に
関
連
し
て
次
の
よ
う
な
条
文
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｏ
凡
大
祀
不
預
申
期
。

及
不
頒
告
所
司
者
。

苔
五
十
。

以
故
廃
事

者
。
徒
一年
。　

撤
論
〒一志刺商銅肝
頭和妖
報
郊争
塾
招
孫
。日。恥
蛇ギ
顛

叡
衛
徳
万
師
無
嗣
鶴
跡
桐
。
以
故
残
忙
事
者
。

所
白
官
司
徒
一
年
。

応
連
坐
者
。

幣
鳥
之
属
不
如
法
。

板

一↑
Ｔ
。

婦
禁
・杯
惑
輪
典

閉

数

者
。

杖

八

十
。　

踊
ぱ
争
準

全
閉
者
。

枝

一
百
。

全
脚
。
謡
。

一
生
。

中
小
祀
逓

減
二
等
。

駈
は
胴
朝
耐
剖
卑
が
一却
ｍ
朋
ま
誕

専

余
条
中
小
祀
准
此
。

儒が亦難次利毎賄噺情蔽錦雑ゴ靴嫌雌は縦坤

（こ
八
」Ｅ六

日
、

大
不
敬
、

謂
、

致
大
社
、

及
盗
大
祀
神
御
之
物
、

乗

票
服
御
物

（
下
略
）

６
凡
盗
大
祀
神
御
之
物
者
（し

中
流
。

却耐
。供

神
御
立お
。大

社
神
中工
亦
同
。供

神

却
鴨
電

市
。

其
擬
供
神
御
。

謂
。

営
と察
十成
者
。

若
饗

薦

之

具
。

己

援
呈
者
。

徒

二
年
。

控
だ
。

「市
。

祭
幣
ヤ消
缶
之
属
。
ｙ
塁
。

謂
。

己
入
祀

所
経
祀
官
省
祝
立ね。
未
餞
呈
者
（）

徒

一
年
半
。

若
盗
釜
甑
七
刀
之

属
。並
従
常
盗
之
法
。浮

キ・申趣
藤
瀞
鞍脚̈
一ユ触
柳第
雅セ

①
詰
巨
礼
服

一
位
礼
服
冠
、

深
紫
衣
、

牙
笏
、

白
袴
、

条
帯
、

深
標
紗
紹
、

史
苑

（
第
四
六
巻
第

一
・
二
号
）

錦
検
、

鳥
皮
局
、

三
位
以
上
、

活
紫
衣
、

四
位
、

深
緋
衣
、

五

位
、

活
緋
衣
、

以
外
並
同

一
位
服
、

大
祀
大
嘗
元
日
、

則
服
之

Ｃ
円
命
婦
礼
服

一
位
礼
服
宝
箸
深
紫
衣

（中
略
）
自
余
皆
准
上
大
祀
大
嘗
元
日

則
服
之

０
凡
決
大
群
罪
、

五
位
以
上
、

在
京
者
、

刑
部
少
輔
以
上
監
決
、

在
外
者
、

次
官
以
上
監
決

（中
略
）
、　

其
大
祀
及
斎
日
、　

朔
、

望
、

晦
、

上
下
弦
、

廿
四
気
、

仮
日
、

並
不
得
秦
決
死
刑
、

在

京
死
困
、

皆
令
弾
衛
士
府
監
決
、

若
囚
有
兎
在
灼
然
者
、

停
決

秦
聞

〇
論
奏
式

大
政
官
謹
奏
共
事

大
政
大
臣
位
姓
名

左
大
臣
位
巨
姓
名

右
大
臣
位
巨
姓
名

大
納
言
位
臣
姓
名
等
言
云
々

年
　
月
　
日

間
　
御
画

大
納
言
位
姓

右
大
祭
祀
、

支
度
国
用

（以
下
略
）

こ
の
う
ち
ま
ず
０
の
職
制
律
大
祀
不
預
申
期
条
は
、

凡
祭
祀
、

所
司
預
申
官
、

官
散
斎
日
平
旦
、

頒
吉
諸
司

―- 2 -一- 3  -―
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「

一筆
軍
≡≡
≡
十

日
本
律
令
国
家
祭
祀
の
等
級
に
つ
い
て

Ａ矢
野
）

凡
供
祭
幣
鳥
、

飲
食
、

及
某
実
之
属
、

所
司
長
官
、

規
自
検
校
、

必
令
精
細
、

勿
使
械
雑

と
い
う
神
祇
令
の
祭
祀
条

・
供
祭
祀
条
に
違
反
し
た
際
の
罰
を
走
め

た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
も
し
神
祇
官
が
大
祀
の
期
日
を
大
政
官

に
申
告
せ
ず
、

ま
た
は
太
政
官
が
そ
れ
を
散
斎
の
日
の
平
旦
に
関
係

諸
司
に
頒
告
す
る
こ
と
を
怠

っ
た
時
は
答
五
十
。

祭
祀
の
所
司
に
し

て
故
意
に
祭
事
を
廃
せ
ば
徒

一
年
。

規
定
の
幣
鳥
を
整
え
ず
も
し
く

は
全
く
欠
如
す
る
も
の
は
杖
六
十
以
上
百
以
下
の
刑
に
処
す
こ
と
と

な

っ
て
い
た
。

な
お
こ
の
場
合
も

「中
小
祀
逓
減
二
等
」
と
あ

っ
て
、

中
祀
は
大
祀
か
ら
、

小
祀
は
中
祀
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
二
等
づ

つ
減
ず
る

決
り
と
な

っ
て
い
た
。
こ
の
人
祀
不
預
申
期
条
は
、

た
と
え
そ
れ
が

理
念
的
と
は
い
え

「
百
官
之
主
」
で
あ
る
神
祇
官
や
事
実
上
百
官
の

頂
点
に
あ
る
大
政
官
さ
え
も
祭
祀
の
等
級
に
関
す
る
規
制
か
ら
自
由

で
は
な
か
っ
た
と
い
う
意
味
で
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
ろ
う
。

ま
た
８
の
名
例
律
の
大
不
敬
条
は

「
八
虐
」
の

一
つ
に
数
え
ら
れ

て
い
る
も
の
で
あ
る
。

八
虐
と
は
律
の
諸
条
文
の
な
か
か
ら
支
配
秩

序
そ
の
も
の
を
格
が
す
諸
罪
を

十抽
出
し
た
も
の
で
、

「
大
不
敬
」

は

天
皇
に
対
し
て
不
敬
に
当
る
行
為
の
こ
と
で
あ

る
。

「
盗
大
祀
神
御

物
」
も
ま
さ
に
こ
れ
に
当
る
。

ま
た
そ
の
刑
は
賦
盗
律
の
６
に
み
ら

れ
る
ご
と
く
、

「
中
流
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、

刑
量
は
唐
律
と

比
較
し
て
も
あ
ま
り
大
き
な
相
違
は
み
ら
れ
な
い
。

さ
ら
に
０
０
、

す
な
わ
ち
衣
服
令
の
諸
巨
条
と
肉
命
婦
条
は
、

い

ず
れ
も
五
位
以
上
の
諸
臣
及
び
女
官
が
礼
服
を
着
す
べ
き
祭
祀
や
共

礼
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
な
か
に
大
嘗

・
元
旦
と
並

敵
家
卒
藤
柳
オ
が

「
力口

韓
陣
申
】
小
幕
卯
一狩
離
郁
唯
抑
院
ｆ
【
静
囃
券

も

っ
て
い
た
と
さ
れ
る
服
制
と
が
き
ゎ
め
て
密
接
な
関
係
に
あ

っ
た

こ
と
を
物
語
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
０
の
獄
令
五
位
以
上
条
は
前
掲
の
０
０
と
の
関
連
で
死
刑
執

行
を
忌
通
す
べ
き
日
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

大
祀
は
散
斎

の

一
ケ
月
、

中
祀
は
三
日
、

小
祀
は

一
日
の
間
死
刑
を
延
期
す
る
決
り

と
な

っ
て
い
た
。
こ
れ
も
祭
祀
の
等
級
制
度
が
律
令
国
家
の
断
獄
．子

続
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
①
の
公
式
令
論
秦
式
条
は
、

太
政
官
が
天
皇
に
上
奏
し
う

る
論
奏
の
書
式
、

作
成
手
続
及
び
そ
の
事
項
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

論
奏
と
は
、

論
奏

・
奏
奏

・
便
奏
の
三
種
の
大
政
官
奏
の

一
つ
で
、

も

っ
と
も
重
要
な
国
政
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、

議
政
官
の
合
議

の
結
果
を
天
皇
に
奏
上
し
裁
可
を
求
め
る
と
き
に
用
い
ら
れ
る
公
文

書
の
様
式
の
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
こ
の
論
奏
は
、

議
政
官
が
い

く
つ
か
の
事
柄
に
つ
い
て
天
皇
の
権
能
に
容
味
す
る
こ
と
を
認
め
た

も
の
で
あ
り
、

律
令
時
代
の
天
皇
と
議
政
官
の
関
係
を
知
る
う
え
で

き
わ
め
て
大
き
な
意
味
を
も

っ
て
い
た
と
い
え
る
。
こ
の
議
政
官
あ

輸
藤
韓
瀬
動
坪
地
ゆ
弾
卵
れ
こ 「
お
幹
制
十
時 ヵミ
餞
卵
弗
勤
京
対
降
〕
卯

関
係
を
正
面
か
ら
論
議
す
る
つ
も
り
は
な
い
が
、

古
代
政
治
史
の
最

も
緊
張
し
た
事
柄
の

一
つ
に
祭
祀
の
等
級
の
問
題
が
存
在
し
た
こ
と

を
確
認
し
、

と
意
を
喚
起
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

以
上
、

律
令
制
下
の
祭
祀
の
等
級
制
度
を
急
ぎ
概
観
し
て
き
た
が
、

従
来
等
閃
視
さ
れ
て
き
た
こ
の
制
度
が
往
”令
官
人
の
斎
を
中
心
と
し

て
予
想
以
上
に
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に

規
庁
一性
を
も
つ
存
在
で
あ

っ
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、

こ
の
よ
う
な
祭

祀
の
等
級
制
度
は
い
つ
、

い
か
な
る
目
的
で
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

次
に
こ
の
点
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

二
、

日
本
に
お
け
る
等
級
制
度

の
特
質

祭
祀
の
等
級
制
度
が
い
つ
成
立
し
た
か
に
つ
い
て
は

〃
は
じ
め
に
〃

で
も
触
れ
た
ご
と
く
研
究
の
著
し
い
立
遅
れ
に
よ
っ
て
、

ほ
と
ん
ど

明
ら
か
で
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

た
だ
祭
祀
の
等
級
を
定
め
た
養

老
神
祇
今
月
斎

（０
）
条
の
う
ち

「
一
月
斎
為
大
祀
」
の
部
分
に
つ

い
て
は
、

令
集
解
の
な
か
で
大
宝
令
の
注
釈
書
と
さ
れ
る
古
記
が
前

掲
〇
の
公
式
令
論
奏
式
条
の
「
大
祭
祀
」
に
と
し
て
、

「古
記
云
。

問
。

史
苑

（第
四
六
巻
第

一
。
二
号
》

右
諸
大
祭
祀
。
…
…
又
間
。

大
祭
祀
◇

答
。

神
祇
令
云
。
…
…
、

又

条
。　

一
月
斎
為
大
祭
祀
」
と
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
遅
く
と
も
大

宝
令

（
七
〇

一
）
に
は
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た

「
中

祀
」
・
「小
祀
」
に
つ
い
て
も
、

前
掲
０
の
獄
令
五
位
以
上
条
の

「
大

祀
」
に
と
し
て

「古
記
云
、

大
祭
祀
、

却市
中
小
祀
亦
同
也
」
と
あ
る
と

こ
ろ
か
ら
こ
の
部
分
も
大
宝
合
の
条
文
と
し
て
の
復
原
が
可
能
で
あ

っ
た
と
み
て
誤
り
な
い
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
わ
が
国

の
祭
祀
の

等
級
制
度
は
遅
く
と
も
大
宝
令
の
制
定
さ
れ
た
八
世
紀
初
頭
ま
で
迦

る
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

従

っ
て
問
題
は
そ

れ
が
大
宝
令
に
お
い
て
初
め
て
採
用
さ
れ
た
も
の
な
の
か
、

あ
る
い

は
そ
れ
以
前
ま
で
遡
り
う
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
管

見
な
が
ら
祭
祀
の
等
級
制
度
が
大
宝
今
以
前
に
芹
在
し
た
こ
と
を
示

す
確
実
な
史
料
は
な
く
、

そ
の
限
り
で
は
祭
祀
の
等
級
制
度
が
大
宝

令
に
お
い
て
初
め
て
採
用
さ
れ
た
と
み
て
誤
り
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
八
世
紀
の
は
じ
め
に
律
令
国
家
は
如
何
な
る
目
的
で
祭
祀
の

等
級
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

左
の
表
を

参
照
し
て
戴
き
た
い
。神

祗

今

関

係

条

文

-4-- 5 -



日
本
律
今
国
家
祭
祀
の
等
級
に
つ
い
て

（一矢
野
）

林
、

川
沢
、

等
並
為
小
祀
、

州
県
社
曖
釈
臭
、

及

諸

神

祠
、

亦
准
小
祀

例
、

三
六
諸
大
祀
中
祀
、　

有
司
行
事
、　

則
光
禄
卿
奉
大
官
今
、　

詣
閉
進
昨
、

三
七
大
祀
、　

斎
官
皆
散
斎
之
日
、　

平
明
集
尚
書
省
、　

受
誓
誠
、　

其
致
斎

日
、

三
公
於
都
省
安
置
、

所
司
錦
設
、

其
余
官
、

皇
城
内
有
本
司
者
、

致

斎
於
本
司
、

無
本
司
者
於
太
常
、

郊
社
太
廟
斎
坊
安
置
、

皆
日
出
前
到
斎

所
、

至
祀
前

一
日
、

各
従
斎
所
、

昼
漏
上
水
三
刻
、

向
祠
所
、

傍
令
平
明

清
所
行
之
路
、

道
次
不
得
見
諸
凶
械
衰
を
、

過
乏
任
行
、

其
央
泣
之
声
、

聞
於
祭
所
者
、

権
断
乾
事
、

三
八
詰
大
祀
、

散
斎
四
日
、

致
祭
三
日
、

中
祀
散
斎
三
日
、

致
斎
二
日
、

小
祀
、

散
斎
二
日
、

致
斎

一
日
、

斎
官
昼
理
事
如
改
、

夜
宿
於
家
正
寝
、

散
斎
之
日
、

惟
不
得
弔
妻
聞
疾
不
判
署
刑
殺
文
書
、

不
決
話
罪
人
、

不
作

楽
、

不
預
核
悪
之
事
、

致
斎
惟
祀
事
得
行
、

其
余
悉
断
非
応
、

散
斉
致
斎

者
、

惟
清
斉

一
宿
、

於
本
司
及
祠
所
、

１１
　
凡
散
一斎
之
内
。

詰
司
理
事
如
旧
。

不
得
弔
表
。

問
病
。

不
判
刊
殺
。

不
決
罰
罪
人
。

不
作
音
楽
。

不
預
職
悪
之
事
。

為
祀
事
得
行
。
自
余
悉
断
。

共
致
希
前
後
。

兼
為
散
斎
。

‐２
　
凡

一
月
斎
為
大
祀
。

三
日
斎
為
中
祀
。　

百
日
痛
為
小
祀
。

託亀
'こ 亦

- 6 -
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数
字
は
条
文
の
排
列
を
示
す

右
表
は
日
本
の
神
祇
令
と
唐
の
祠
令
の
等
級
制
度
に
関
す
る
条
文

を
対
比
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
か
ら
わ
が
国
の
等
級
制
度
が
中

弾つ却薩確鞠藤穀ダ孝わ球確る（な寧弾∞は確は初頒拳帥」弥

す
る
二
つ
の
条
文
が
祠
令
三
八
条
を
も
と
に
立
条
さ
れ
た
こ
と
は
疑

い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
反
面
、

条
文
の
構
成

・
排
列

・
文
言
な
ど
の
相
違
点
も
多
く
、

両
者
を
詳
細
に
検
討
す
る
と
質
的

と
も
い
え
る
違
い
が
指
摘
で
き
る
。

以
下
そ
の
異
同
を
検
討
し
つ
つ

日
本
に
お
け
る
等
級
制
度
導
入
の
目
的
、

換
言
す
れ
ば
日
本
に
お
け

る
祭
祀
の
等
級
制
度
の
特
質
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

日
唐
両
令
を
比
較
す
る
と
第

一
に
、

祠
令
は
祭
祀
の
等
級
に
関
す

る
条
文
を
そ
の
冒
頭

（第
二
条
）
部
に
掲
げ
、

内
容
も
後
掲
の
諸
条

文

（
三
六

・
三
八
条
）
と
，石
機
的
関
連
を
も

っ
て
い
る
が
、

神
祇
合

は
そ
の
中
樫

（
一
二
条
）
に
斉
戒
関
係
の
条
文
の

一
つ
と
し
て
立
条

さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
が
注
目
さ
れ
る
。

第
二
に
、

神
祇
令
の
月
斎
条
一
．
散
斎
条
は
そ
の
文
言
な
ど
か
ら
み

て
雨
令
の
三
八
条
を
継
承
し
て
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

神
祇

令
は
こ
の
三
八
条
を
わ
ざ
わ
ざ
二
つ
に
分
け
、

前
後
を
逆
に
し
て
立

条
し
て
い
る
の
が
注
意
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、

唐
令
で
は
祭
祀
の
等

級
に
従

っ
て
斎
戒
が
規
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
日
本
令
で
は
斎

戒
規
定
が
主
で
等
級
が
従
と
い
う
関
係
と
な

っ
て
い
る
と
い
え
る
。

第
三
に
、

祠
今
は

「
異
天
Ｌ
帝
、

五
方
上
帝
、

皇
地
祇
、

神
州
、

宗
廟
を
皆
な
大
祀
と
為
す
」
と
い
う
文
体
を
と
り
、

ど
の
神
が
ど
の

等
級
に
当
る
の
か
を
明
記
す
る
形
と
な

っ
て
い
る
が
、

神
祇
令
に
は

こ
れ
に
当
る
条
文
が
な
く
、

わ
ず
か
に

「前
件
諸
祭
供
神
調
度
及
礼

儀
、

斎
日
皆
依
別
式
」
（神
蔽
令
Ｙ

と
の
ス
あ

っ
て
、

そ
れ
が
別
式

に
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。

第
四
に
、

祠
令
で
は
大

，
中

‥
小
祀
９
散
斎

（致
斎
）
は
、

そ
れ

ぞ
れ
四

（
三
）
上
二
合
じ

・
二

（
じ

日
の
等
差
級
数
と
な

っ
て
い

る
が
、

神
祇
令
で
は

一
ケ
月

（主

日
）
上

一日

（
一
日
）
・
一
日

（
一

日
）
と
さ
れ
て
お
り
、

大
祀
の
み
特
段
の
取
扱
い
を
う
け
て
い
る
。

こ
れ
は
日
本
の
等
級
制
度
が

一
方
で
は
確
か
に
唐
の
三
等
級
制
度
を

継
承
し
て
は
い
る
も
の
の
、

宰
一質
的
に
は
大
祀
と
そ
の
他

（中

・
小

祀
）
と
い
う
二
等
級
制
に
近
い
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で

史
苑

（第
四
六
巻
第

一
・
二
号
）

Ｌつ
〉つ
ｃ

で
は
こ
の
よ
う
な
日
唐
両
国
の
等
級
制
度
の
相
違
は
ど
の
よ
う
に

し
て
形
成
さ
れ
た
と
見
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

結
論
か
ら
先
に

い
え
ば
、

右
の

一
―
三
の
相
違
は
両
国
が
等
級
制
度
を
導
入
し
た
段

階
の
神
観
念
の
在
り
よ
う
の
違
い
に
起
因
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
。

唐
の
祠
令
は
、

第

一
条

（祭
祀
の
等
級
に
関
す
る
規
定
は
第
二
条
）

の
な
か
で
、

祭
祀
を
天
神
の

「
祀
」
、

地
祇
の

「祭
」
、

宗
廟
の

「
享
」

に
区
別
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
唐
六
典
の
祠
部
郎
中
員
外
郎
条
は
、

凡
祭
祀
之
名
有
／
四
、　

一
日
祀
天
神
、　

二
口
祭
地
祇
、　

三
日
享
人

鬼
、

四
国
釈
尊
子
先
聖
先
師

と
す
る
が
、

こ
れ
は
祠
令
第

一
条
の
規
定
と
も

一
致
し
、

ま
た
宗
廓

に
対
し
て
享
と
あ
る
の
は
、

人
鬼
を
ま
つ
る
の
を
享
と
す
る
こ
と
に

よ

っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、

宗
廟
は
祖
先
の
霊
魂

を
ま
つ
り
、

そ
れ
ゆ
え
に
享
と
さ
れ
の
で
あ
る
。

ま
た
事
実
祠
令
の

各
条
文
で
は
、

異
天
上
帝

・
五
方
上
帝

。
日
月
な
ど
天
に
在
る
神
に

は
「
祀
」
、

皇
地
祇

・
神
州
地
祇

・
社
稜

・
山
岳

・
流
漬
の
よ
う
な
地

に
在
る
自
然
物
に
は

「祭
」
、　

大
廟
の
ま
つ
り
に
は

「〓
」

の
字
を

用
い
る
な
ど
明
確
な
使
い
別
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。

祠
令
に
お
い
て

こ
う
し
た
こ
と
が
可
能
と
な

っ
た
背
景
に
は
、

天
神
と
地
祇
、

両
者

を
含
め
て
自
然
神
と
祖
先
神
を
区
別
す
る
神
の
観
念
が
す
で
に
完
成

の
域
に
あ

っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

両
令
が
第
二

訂雫



日
本
律
令
国
家
祭
祀
の
等
級
に
つ
い
て

（矢
野
）

条
に
祭
祀
の
等
級
に
関
す
る
条
文
を
配
置
し
え
た
の
も
、

ま
た
祭
祀

の
等
級
に
し
た
が

っ
て
斎
の
期
定
を
決
定
し
え
た
の
も
、

さ
ら
に
は

条
文
が

「○
○
神
を
〇
祀
と
為
す
」
と
い
う
文
体
を
採
り
え
た
の
も
、

こ
う
し
た
神
観
念
の
発
展
が
前
提
に
あ

っ
た
と
み
て
誤
り
な
い
で
あ

ろ
う
。

こ
れ
に
比
し
て
、
日
本

の
神
祇
合
は
第

一
条

で

凡
天
神
地
蔽
者
、

神
祇
官
皆
依
常
典
祭
之

と
し
て
、

仲
春

の
祈
年
祭
以
下

一
三
種

（
一
九
箇
度
）

の
祭
を
列
挙

し
て
い
る
。

当
然
こ
れ
ら
の
祭
祀
は
天
神
と
地
蔽

に
区
分
さ
れ
て
い

た
は
ず
で
あ
る
が
、

す
べ
て

「
祭
」
と
の
み
記
さ
れ
て
お
り
、

両
者

を
意
識
的
に
区
分
し
た
形
跡
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
神
祇
令
の
制

定
者
が
当
時
の
神
々
を
し
て
唐
令
の
よ
う
に
天
神
と
地
蔽
に
区
分
す

る
こ
と
が
困
難
で
あ

っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本

の
等
級
制
度
が
、

斎
戒
関
係
の
条
文
の

一
つ
と
し
て
し
か
定
立
さ
れ

な
か

っ
た
の
も
、

官
人
の
斎

（”散
斎
）
の
期
間
に
よ
っ
て
し
か
祭
の

等
級
を
示
現
し
え
な
か
っ
た
０
も
、

お
そ
ら
く
こ
う
し
た
神
観
念
の

在
り
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
の
こ
と
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

す
な

わ
ち
、

八
世
紀
の
初
頭
に
成
立
を
み
た
日
本
の
等
級
制
度
は
当
時
の

神
々
の
発
展
段
階
に
規
定
さ
れ
て
い
か
な
る
神
を
ま
つ
る
の
か
で
は

な
く
、

ま
さ
に
い
か
に
ま
つ
る
か
を
基
準
と
し
て
創
出
さ
れ
た
制
度

で
あ

っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

も

っ
と
も
日
本
の
等
級
制
度
？
符
徴
を
、

す
べ
て
こ
う
し
た
神
観

念
の
在
り
よ
う
に
求
め
る
の
は
問
題
が
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
先
に
第

四
に
指
摘
し
た
、
日
本
の
等
級
制
度
が
実
際
に
は
大
祀
と
そ
の
他
と

い
う
等
級
制
で
あ

っ
た
点
な
ど
は
、

所
謂
神
観
念
の
問
題
と
は
関
係

な
く
、

むヽ
し
ろ
そ
こ
に
わ
が
国
が
等
級
制
度
を
導
入
し
た
本
当
の
ね

ら
い
が
包
含
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

な
お
こ
こ
ま
で
緩

々
日
本
の
等
級
制
度
を
問
題
と
し
な
が
ら
、

具

体
的
に
は
ど
の
祭
が
い
か
な
る
等
級
に
当
る
か
に
つ
い
て
は
、

「
別

式
」
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
に
と
ど
ま
り
、

ほ
と
ん
ど
触
れ

て
こ
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

そ
の
基
本
的
理
由
は
養
老
令
の
別
式
が

一
〇
世
紀
初
頭
に
編
纂
さ
れ
た

『
延
喜
式
』
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
に
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
こ
こ
で
は
右
の
問
題
を
考
え
る
参
考
資
料

と
い
う
意
味
に
限
定
し
て
同
書
神
祇

一
、

四
時
祭
上
を
示
せ
ば
次
の

通
り
で
あ
る
。

凡
践
酢
大
嘗
祭
為
大
祀
、

祈
年
、

月
次
、

神
嘗
、

新
嘗
、

賀
茂
等

祭
為
中
祀
、

大
忌
、

風
神
、

鎮
花
、

三
枝
、

相
嘗
、

鎮
魂
、

鎮
火
、

道
饗
、

園
韓
神
、

松
尾
、

平
野
、

春
日
、

大
原
野
等
祭
為
小
祀

こ
の
よ
う
な
延
喜
式
の
区
分
の
な
か
で
、

ま
ず
注
意
さ
れ
る
の
は
、

中

・
小
祀
に
当
る
祭
祀
が
四

・
六
と
そ
れ
ぞ
れ
複
数
存
在
す
る
の
に

対
し
て
大
祀
は
わ
ず
か
に

「
践
詐
大
嘗
祭
」

一
つ
を
数
え
る
に
す
ぎ

な
い
こ
と
で
ぁ
る
。
こ
れ
は
祠
令
の
大
祀
が
五
つ
も
存
在
す
る
の
に

比
べ
れ
ば
き
わ
だ

っ
た
特
徴
と
い
え
よ
う
。

さ
ら
に
注
意
さ
れ
る
の

は
、

唯

一
の
大
祀
で
あ
る

「
践
詐
大
嘗
祭
」
が
中

・
小
祀
な
ど
の
恒

例
の
祭
祀
と
は
異
な
り
、

天
皇
の
即
位
に
か
か
わ
る
臨
時
の
祭
祀
で

あ

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
雨
令
に
も
そ
れ
に
該
当
す
る
祭
祀
が

み
ら
れ
な
い
こ
と
と
も
併
せ
て
、

日
本
の
等
級
制
度
の
最
大
の
特
徴

で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

す
な
わ
ち
日
本
の
等
級
制
度

は
、

さ
ま
ざ
ま
な
祭
祀
を
神
祇
令
の
体
系
に
再
編
成
す
る
に
当
り
、

天
皇
の
即
位
に
か
か
わ
る
祭
祀
の
み
を
大
祀
に
格
付
し
て
他
の
群
小

の
祭
祀
と
峻
別
す
る
と
と
も
に
、

百
官
に
斎
と
い
う

一
ケ
月
あ
ま
り

の
精
神
的
緊
張
を
し
て
い
る
工
と
に
よ
っ
て
、

彼
ら
の
身
心
を
即
位

の
た
め
の
祭
祀
に
結
動
員
す
る
こ
と
を
最
大
の
日
的
と
し
て
導
入
さ

れ
た
制
度
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

も

っ
と
も
こ
れ
で
問
題
の
す
べ
て
が
解
決
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

な
ぜ
な
ら
延
喜
式
で
唯

一
の
大
祀
に
格
付
さ
れ
て
い
る

「
践
昨
大
嘗

祭
」
な
る
も
の
が
じ
つ
は
養
老
神
祇
令
に
は
存
在
せ
ず
、

神
祇
祭
祀

・
王
権
史
の
分
野
で
も
最
も
謎
多
い
点
と
み
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。

次
章
で
は
こ
の
即
位
祭
儀
の
内
容
と
等
級
制
度
の
関
係
を
探

っ

て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

三
、

等
級
制
度

と
即
位
祭
儀

神
祇
令
に
み
ら
れ
る
天
皇
即
位
関
係
の
条
文
は
次
の
三
条
で
あ
る
。

②
凡
天
皇
即
位
、

惣
祭
天
神
批
．蔽
、

散
斎

一
月
、

致
斎
三
日
、

其

大
幣
者
、

三
月
之
内
、

今
修
理
諸

０
凡
践
詐
之
日
、

中
臣
奏
天
神
一寿
詞
、

忌
部
上
神
璽
之
鏡
鋭

史
苑

（第
四
六
巻
第

一
・
二
号
）

Ｃ
凡
大
嘗
者
、

毎
世

一
年
、

国
司
行
事
、

以
外
、

毎
年
所
司
行
事

右
の
条
文
の
な
か
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、

延
喜
式
で
は

一
つ
と
な

っ
て
い
る

「践
藤
」
と

「
大
嘗
」
が
こ
こ
で
は
明
ら
か
に
別
個
の
祭

祀
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
も

っ
と
も
神
祇
祭

祀
に
関
す
る
研
究
の

一
部
に
は
、

天
皇
即
位
に
と
も
な
う
祭
祀
は
延

喜
式
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
元
来

一
つ
の
祭
祀
で
あ

っ
た
も
の
が
、

神

祇
令
の
編
纂
に
当

っ
て
使
宣
上
二
つ
の
条
文
に
分
け
ら
れ
た
に
す
ぎ

な
い
の
で
は
な
い
か
と
す
る
見
方
が
あ
る
。
し
か
し
こ
の
解
釈
も
な

ぜ
神
祇
令
が
本
来

一
つ
で
あ

っ
た
祭
祀
を
わ
ざ
わ
ざ
二
つ
の
条
文
に

分
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
説
得
的
な
説
明
が
な
さ
れ
て
お

ら
ず
、

条
文
の
と
お
り
両
者
を
別
の
も
の
と
考
え
る
の
が
最
も
妥
当

で
あ
ろ
う
。

で
は
肝
心
の

「践
詐
」
及
び

「
大
嘗
」
と
等
級
と
の
関
係
は
ど
う

な

っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
②
の
即
位

条
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
②
の
祭
祀
に
は

「散
斎

一
月
、

致
斎
三
日
」

の
斎
戒
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
内
容
は
①
の
月
斎
条
を

引
く
ま
で
も
な
く
、

ま
さ
に
大
祀
そ
の
も
の
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
即
位
条
の
祭
祀
に
つ
い
て

『
令
義
解
』
は
、

霊
揮
、

即
位
之
後
、

仲
冬
乃
祭
、

下
条
所
謂
大
嘗
、

毎
世

一
一年
、

国
司
行
事
」
と
す
る
。

す
な
わ
ち
、

令
義
解
は
即
位
条
の
定
め
る
祭
祀
を
天
皇
即
位
の
後
の

仲
冬
（
即
位
が
七
月
以
後
で
あ
れ
ば
翌
年
の
仲
冬
）
に
実
修
さ
れ
る
大

嘗
祭
の
こ
と
と
解
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
解
釈
に
立
て
ば
Ｏ
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日
本
律
今
国
家
祭
祀
の
等
級
に
つ
い
て

（矢
野
）

は
０
の
大
嘗
条
に
の
み
か
か
る
こ
と
に
な
り
、

唯

一
の
大
祀
も
大
嘗

祭
で
あ

っ
た
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
仮
り
に
即
位
条
が
大
嘗
に
関
す

る
規
定
で
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、

な
ぜ
０
の
中
で

「
大
嘗
」
の
語
を
用

い
な
か
っ
た
の
か
疑
問
で
あ
り
、

ま
た
条
文
も
０
に
隣
接
し
て
排
列

す
る
の
が
日
米
な
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

二
条
も
間
を
隔
て
て
配
置

さ
れ
る
な
ど
不
自
然
な
点
が
少
な
く
な
い
。
】
一れ
に
比
し
て
ｒ
一ハ
室
令

の
注
釈
書
と
さ
れ
る
古
記
は
、

Ｃ
の

「
大
幣
」
の
語
に
と
し
て

「古

記
云
、
…
…
間
、

大
幣
意
何
、

答
、

大
幣
、

謂
即
位
之
時
、

惣
祭
天

神
地
蔽
、

為
祭
幣
鳥
別
地
卜
定
、

三
箇
月
内
、

令
修
理
詑
、

此
修
理

而
散
祭
物
各
大
幣
」
と
述
べ
、

一即
位
条
の
祭
祀
を

「
即
位
之
時
」
の

も
の
と
明
記
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

古
記
の
い
う

「
即
位
之

時
」
と
は
、

蕨
昨
条
所
引
の
古
記
に

「
践
昨
之
日
、

答
、

即
位
之
日
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
ご
と
く
、

先
帝
崩
御
な
い
し
譲
位
の

の
ち
に
時
を
移
さ
ず
お
こ
な
わ
れ
る
践
昨
Ｈ
即
位
儀
と
０
の
即
位
条

祭
祀
の
こ
と
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
古
記
の
解
釈
に

よ
れ
ば
八
世
紀
に
は
践
酢
日
即
位
儀

・
即
位
条
祭
祀
と
大
嘗
祭
と
は

明
ら
か
に
別
の
も
の
で
あ
り
、

大
祀
も
前
者
に
つ
い
て
の
み
与
え
ら

れ
た
等
級
で
あ

っ
た
、

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
こ
の
よ
う

な
践
詳
＝
即
位
儀
と
即
位
条
の
祭
祀
が
天
皇
の
即
位
に
際
し
て
ど
の

よ
う
な
機
能
と
役
割
を
呆
し
て
い
た
か
に
つ
い
て

拭
珈

に
考
え
た
こ

と
が
あ
る
の
で
詳
細
は
そ
れ
に
譲
る
こ
と
と
し
た
い
。

た
だ
結
論
の

み
示
せ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
践
一昨
Ｈ
即
位
儀
は
、

新
し
い
天
皇

（大
王
）
が
即
位
す
る
と

き
は

「
新
宮
」
を
建
て
年
頭
に
な
る
の
を
待

っ
て
即
位
す
る
七
世
紀

以
降
の
方
式
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
律
令
制
成
立
以

降
は
即
位
の
時
期
が
限
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
な
り
、

場
所
も
大
極

殴
と
い
う
恒
常
的
な
天
皇
の
私
的
空
間
に
王
巨
公
卿
を
召
い
て
即
位

の
旨
を
宣
告
す
る
即
位
儀
礼
の
な
か
で
は
最
も
重
要
な
、
し
か
し
同

時
に
専
政
的
性
格
の
強
い
桟
式
と
な

っ
て
い
た
。　

一
方
、

即
位
条
の

祭
祀
は

「惣
祭
天
神
地
蔽
」
を
名
国
と
し
て
全
国
か
ら
神
主

・
祝
を

宮
城
内
の
神
祇
官
に
召
集
し
、

新
し
い
天
皇
の
さ
き
わ
い
を
祈
る
祭

の
Ａ
場
Ｖ
に
百
官
と
と
も
に
列
席
さ
せ
る
こ
と

に

よ

っ
て
、

そ
の

「
君
臣
」
関
係
を
確
認
さ
せ
る
と
と
も
に
天
皇
の
即
位
を
在
地
の
奥

深
く
知
ら
し
め
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
祭
儀
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

な
お
こ
の
祭
儀
は
古
代
中
国
の
皇
帝
が
帝
位
就
任
後
南
郊
に
天

神
を
祀
る
こ
と
に
よ
っ
て
即
位
を
完
了
し
た
と
い
わ
れ
る

「郊
祀
之

礼
」
に
倣

っ
た
も
の
で
あ
る
。

た
だ
神
観
念
が
高
度
に
展
開
し
た
中

国
の
場
合
は
、

新
帝
が
天
神
を
親
し
く
祭
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
結

び
付
き
を
強
調
し
、

即
位
の
正
統
性
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、

神

々
の
在
り
よ
う
の
異
な
る
日
本
の
場
合
に
は
神
主

・
祝
を
祭
の
場

に
陪
席
さ
せ
、

そ
の
直
裁
的
、

人
格
的

・
呪
術
的
関
係
を
介
し
て
は

じ
め
て
即
位
の
正
当
性
を
獲
得
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

っ
た
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

も

っ
と
も
七
世
紀
以
来
の
伝
統
的
な
大
三
就
任
祭
儀

と
中

国

の

「郊
祀
之
礼
」
を
継
承
し
て
成
立
し
た
こ
の
新
し
い
即
位
祭
儀
は
、

当
時
の
人
臣
に
さ
ま
ざ
ま
な
混
乱
を
惹
起
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
践
昨
――
即
位
祭
儀
か
ら
即
位
条
の
祭
祀
に
至
る
経
過
が
最
初
に
確

認
さ
れ
る
文
武
天
皇
の
場
合
も
、

即
位
条
の
祭
祀
が
執
行
さ
れ
た
の

は
践
昨
――
即
位
祭
儀
か
ら
じ
つ
に
四
年
も
の
年
月
を
経

た

大

宝

二

（
七
０
二
）
年
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
も

っ
と
も
こ
う
し
た
混
乱
は
一頻

初
よ
り
予
想
さ
れ
た
こ
と
で
も
あ

っ
た
。

お
そ
ら
く
神
祇
合
が
祭
祀

の
等
級
制
度
を
導
入
し
、

践
昨
――
即
位
祭
儀
か
ら
即
位
条
の
祭
祀
に

至
る

一
連
の
祭
儀
を
他
の
祭
祀
と
峻
別
し
、

大
祀
に
格
付
す
る
と
と

も
に
、

職
制
律
を
通
じ
て
厳
し
く
官
人
の
行
動
を
規
制
し
た
の
も
、

こ
の
新
し
い
即
位
祭
儀
の
定
着
を
意
図
し
て
の
こ
と
で
あ

っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、

従
来
ほ
と
ん
ど
藤
み
ら
れ
る
こ
と
の
な
こ

の
か
っ
た
祭
祀
の
等
級
制
度
も
古
代
天
皇
制
を
支
え
る
重
要
な
支
柱

の

一
つ
と
し
て
の
意
味
を
持

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
と
め
に
か
え
て

以
上
、

古
代
日
本
に
お
け
る
祭
祀
の
等
級
制
度
を
急
ぎ
検
討
し
て

き
た
が
、

そ
の
結
論
を
ま
と
め
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

問
日
本
の
等
級
制
度
は
決
し
て
理
念
的
な
も
の
で
も
両
令
の
単
な
る

模
倣
で
も
な
く
、

律
令
官
人

へ
の
規
制
を
介
し
て
古
代
政
治
史

ヘ

も

一
定
の
影
響
を
与
え
う
る
可
能
性
を
も

つ
制
度
で
あ

っ
た
。

働
日
本
と
唐
の
等
級
制
度
は
か
な
り
異
同
が
み
ら
れ
る
が
、

そ
の
多

史
苑

（第
四
六
巻
第

一
・
二
号
）

く
は
両
国
の
神
観
念
の
発
表
段
階
の
相
違
に
出
来
す
る
も
の
で
あ

ツつ
。

０
し
か
し
両
令

で
は
大
祀
が
複
数
存
在
す
る
の
に
、

日
本

で
は
践
昨

＝
即
位

・
即
位
条
祭
祀

一
つ
の
み
で
あ

っ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

こ
れ
は
践
詐

＝
即
位

・
即
位
条
祭
祀
と
い
う
新
し
い
即
位
祭
儀
を

軌
道

に
乗
せ
、

王
権

の
安
定
的
継
承
を
確
立
す
る
た
め
に

一
ケ
月

も

の
斎
を
設
け
、

律
令
官
人
を
中
心
に
人
心
を
即
位
祭
俵

に
収
般

す
る
こ
と
に
よ

っ
て
そ
の
目
的
を
遂
げ

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

大
方

の
ご
叱
正
を
お
願

い
し
た
い
。

１１‐
　
国
家
祭
祀
の
等
級
制
度
に
触
れ
た
も
の
と
し
て
は
、

『
古
事
類

苑
』

雫

『
神
道
大
辞
典
』
が
あ
る
。

し
か
し
管
見
な
が
ら
個
別
の
論
文
は
な

く
、

梅
田
義
彦

『
宗
教
制
度
史
』
な
ど
概
説
書
で
触
れ
ら
れ
る
に
す
ぎ

な
い
。

た
だ
所
謂
大
社

・
中
社

・
小
社
と
の
関
連
で
等
級
制
度
に
論
一及

し
た
も
の
と
し
て
は
、

滝
川
政
次
郎

『
律
令
の
研
究
』
、

「律
令
に
お
け

る
太
神
宮
」
令
神
道
史
研
究
』
９
１
４

・
一
九
六

一
年
〕
、

利

光

三
一犀

夫

「律
令
に
い
う

「
大
社
」
の
意
義
と

『
大
社
』
破
壊
の
罪
の
性
格
―

滝
川

・
直
木
両
氏
の
論
争
に
関
連
し
て
―
」
Ｑ
史
学
雑
誌
』
七
三
―
七

・
一
九
六
四
年
）
、　

直
木
孝
次
郎

「律
令
制
と
伊
勢
神
宮
―
滝
川
政
次

郎
氏
の
批
判

に
答

え

る
―
」
ｑ
史
学
雑
誌
』
七

一
―
四
、　

一
九
六
二

年
）
、

渡
辺
寛

「律
合
に
お
け
る

『
大
社
』
に
つ
い
て
」
盆
皇
学
館

大

事
紀
要
』
九
十

一
九
七

一
年
）
、

楠
本
行
孝
「律
に
み
る

『
大
社
』
に
つ

い
て
の
一
考
察
十
唐
律
と
の
比
較
を
中
心
に
―
」
翁
神
道
研
究
集
録
』
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日
本
律
令
国
家
祭
祀
の
等
級
に
つ
い
て

（矢
野
》

九
号

・
一
九
八
六
年
）

０
　
武
田
佐
知
子

『古
代
国
家
の
形
成
と
衣
康
制
』

一
九
八
四
年

働
　
車Ｔ
川
庄
八

一ｔ古
代
天
皇
制
と
大
政
官
政
治
」
盆
講
座
日
本
歴
史
」

一

九
八
四
年
刊
）

間
　
中
国
の
等
級
制
度
に
つ
い
て
は
金
子
修

一
「唐
代
の
大
祀

。
中
祀

・

小
祀
に
つ
い
て
」
令
高
知
大
学
学
学
術
研
究
報
告
』
２５
‐
２
・
一
九
七

六
年
）

‐５‐
　
拙
稿

一‐律
令
国
家
の
祭
祀
と
天
皇
」
島
歴
史
学
研
究
』
別
冊

「民
衆

の
平
和
と
権
力
の
平
和

（続
ご

所
収

一
九
八
六
年
》

ギ
車コ一響
戦
争
装
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